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      令和６年２月２９日 

福岡県教育委員会教育長 殿 

所属校名   古 賀 市 立 古 賀 中 学 校 

   職・氏名  教諭  大土井 未 来 

指導者名      加 藤 晋 也 

井 上 浩 太 

 

研 修 最 終 報 告 書 

 

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別                       Ｃ 福岡教育大学附属福岡中学校研修員 

２ 研修場所及び所在地                    福 岡 教 育 大 学 附 属 福 岡 中 学 校 

〒810-0061 福岡市中央区西公園 12 番１号 

電話番号    (０９２)７７１－８３８１ 

F A X番号     (０９２)７３２－１１４７ 

３ 研究主題及び副題 

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感する生徒を育む数学科学習指導法の研究 

～自己調整学習を取り入れた授業サイクルを通して～ 

４ 研究内容の概要 

(1) 研究の目標 

 

 

(2) 研究の仮説 

 

 

 

 

(3) 研究の内容 

○ 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感させるための自己調整学習を取り入れた授業サイクルを

位置付けた中学校数学科学習指導の在り方 

(4) 主題及び副主題の意味 

① 主題について 

○「数学的活動の楽しさや数学のよさを実感する」とは 

事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行するこ

との楽しさを味わうとともに、数学的な表現や処理のよさや、数量や図形などに関する基礎的な概念

や原理・法則のよさ、数学的な見方・考え方を働かせることのよさなどを実感することである。例と

して、単元「文字の式」では「数学のよさ」を「文字を用いることのよさ」として捉える。また、

「数学的活動の楽しさ」を実感している姿を、次のいずれかを満たす場合とする。 

 

 

② 副主題について 

○ 「自己調整学習を取り入れた授業サイクル」とは 

学習過程を「予見段階」「遂行段階」「自己内省段階」の三つに分け、自己内省段階が次の予見段

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感する生徒を育むために、自己調整学習を取り入れた授業
サイクルを位置付けた中学校数学科学習指導の在り方を究明する。 

中学校数学科学習指導において、「予見」「遂行」「自己内省」という三つの段階を循環させる
自己調整学習を取り入れた授業サイクルを位置付け、ICTを活用して問題を自立的、協働的に解決
する場面を設定すれば、生徒は主体的に数学の学習に取り組み、数学的活動の楽しさや数学のよさ
を実感することができるであろう。 

・問題解決の過程において、驚きや感動、面白さ、楽しさ、喜び、満足感を味わっている。 
・数学が生活や他教科の学習にどのように生かされているかを見いだしている。 
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段階 
自己調整学習を促す手だて 

単元 １単位時間 

予
見 

プランニング 
・単元の目標と単元課題の設定 
・振り返りの視点の提示【資料４】 

・振り返りの視点の提示 
・問題の吟味 
・個人によるめあての設定 
・生徒の発言によるめあての設定 

遂
行 

モニタリング ・学びの足跡シートと小単元課題の
設定 

・「分かったこと、問題解決のポイント」の記述 
・問題解決の程度を把握させるための発問 

コントロール 
・ICT を活用した数学的活動の設定 
・視点に沿った振り返り活動の設定 

自
己 

内
省 内省 

・学びの足跡シートの設定による単
元課題に対する考えの記述 

・視点に沿った振り返り活動の設定 
・ルーブリックによる振り返りの評価 

 

階に影響を与えるという具合に、自己調整学習を単元や１単位時間に位置付けたサイクルのことであ

る。「自己調整学習」とは、「生徒が見通しをもち、学習したことを振り返り、調整しながら学ぶ学

習のこと」である。Zimmerman(1998)は、「自己調整学習の過程として、予見、遂行、自己内省の三

つの段階を循環することが重

要である」と述べている。

【資料１】は、自己調整学習

の三つの段階を説

明したものであ

る。自己内省段階

が、次の学習に関

する予見段階に作用し、自己調整学習のサイクルが完成する。また、Pintrich(1993)は、【資料２】

のように、自己調整学習方略として、「メタ認知的方略」を提唱している。さらに、哲学者 David 

Kolb(1984)は、経験学習モデルとして、「経験から人はどうやって学ぶのかを①具体的経験→②内省

的省察→③抽象的概念化→④積極的実践という四つのプロセスをサイクル化し、繰り返すことによっ

て、学びを獲得していく」と提唱した。②内省的省察とは、経験したことを様々な視点で観察・分析

し、今後に生かせる材料を探し出す作業のことであり、③抽象的概念化では、成功体験から今後も応

用できることはないかを考え、失敗体験から今後同じ失敗を繰り返さないようにするためにはどうす

ればよいかを考え、持論化する。この②内省的省察と③抽象的概念化が、生徒にとっては学習の振り

返りにあたり、自分の学びを調整することが振り返りの機能となる。したがって、自分の思考や行動

を客観的に把握し認識する「メタ認知」の機能をもつ振り返りを行うことで、学びが確かなものにな

るとともに、成長を積み重ねることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、本研究では、【資料３】のように、自己

調整学習の過程を「予見段階」「遂行段階」「自己内省段

階」の三つに分け、各段階で教師が働きかけを行うことによ

り、生徒が見通しをもち（プランニング）、学習したことを

振り返り（モニタリング）、調整しながら学ぶことができる

ようになり（コントロール）、そのような自己調整学習の過

程の中で、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感することができるのではないかと考えた。 

(5) 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】自己調整学習の三つの段階 

予見段階 学習を始める前に、どのように行うのかを計画する段階 

遂行段階 学習を実際に実行する段階 

自己内省段階 学習後に学習プロセス全体を振り返る段階 

 

【資料３】三つの段階における自己調整学習を促す手だて 

【資料４】振り返りの視点 

①
②
③ 
④ 
⑤ 

⑥  

【資料２】Pintrich による自己調整学習方略のリスト（抜粋） 

メタ認知的方略 
プランニング 
モニタリング 
調整 
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(6) 検証の方法 

○ 解決過程を記述した学習プリントの内容分析、抽出生徒の様相観察及び分析 

○ 振り返りシート、ロイロノートによる学びの足跡シートの内容分析 

(7) 実践と考察 

 ① 単元名「平面図形」 

 ② ねらい 

「予見」段階において、与えられた条件からタイムカプセルが埋められている場所を予想したり、

直線や線分、角、それらの位置関係を、数学用語や記号を使って表したりすることを通して、平面図

形の性質や関係を捉えることの必要性や意味を探らせる。「遂行」段階において、図形の移動の方法

や作図の方法、円とおうぎ形の性質や計量について調べることを通して、平面図形の性質や関係を捉

えることのよさを探らせる。「自己内省」段階において、具体的な場面で平面図形の性質を活用する

ことを通して、平面図形の性質や関係を捉えることのよさを実感させる。本単元では、「平面図形の

性質や関係を捉えることのよさ」を、次のように設定する。 

 

 

 

 

 ③ 授業の実際 

ア 「予見」段階 

「予見」段階の１時間目に、与えられた条件からタイムカプセルが埋められている場所を探る活動

を行った。本時で楽しさを実感させたい数学的活動は、次のとおりである。 

 

 

まず、【資料５】のようなスライ

ドから、【資料６】のような学習問

題を提示した。ここでは、日常の事

象を図形として捉えさせるために、

学校の航空写真から、問題の図を提

示した。次に、タイムカプセルが埋

められている場所を予想させた。こ

こでは、分度器やコンパス、定規を

使って条件に応じた図をかくという具体的な操

作を行うことを重視するために、およその場所

を予想させた。正答に近い場所を予想していた

生徒は37名中６名のみであり、６名の生徒も、分度器を使っていたため作図ができていたわけではな

い。そこで、本単元を学習することで、図形の性質を基に、コンパスと定規のみを使ってタイムカプ

セルの場所を特定することができると伝えた。さらに、直線と角について説明した。ここでは、平面

図形の基本となることがらを身につけさせるために、直線や角、距離などの用語や記号を確認させた。

最後に、振り返りシートに本時で分かったこと、気づいたこと、問題解決のポイント、六つの視点を

基にした振り返りを記述させたところ、「タイムカプセルが埋められている場所調べるには、用語や

記号を知ることが必要である」など、本単元の学習内容を本時の問題解決に生かそうとする記述が多

く見られた。 

イ 「遂行」段階 

「遂行」段階の５～８時間目に、基本的な作図の方法を考察する活動を行った。本段階で楽しさを

実感させたい数学的活動は、次のとおりである。 

 

・図形の移動や作図を通して平面図形の性質や関係を捉え、図形の概念を確実に形成することが
できる。 

・平面図形の性質や関係を捉えることで、日常生活における具体的な事象を図形として考察する
ことができる。 

タイムカプセルを埋めた場所に関する会話から、日常の事象を図形として捉え、分度器やコン
パス、定規を使ってタイムカプセルが埋められている場所を予想する活動。 

図形の対称性や図形を決定する要素に着目して基本的な作図の方法を見いだし、その方法を図
形の性質や関係に基づいて説明する活動。 

【資料６】本時の問題 

【資料５】問題提示のためのスライド 
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まず、５時間目に、垂直二等分線の作図の方法を考察させた。次に、６時間目に、角の二等分線の

作図の方法を考察させた。さらに、７時間目に、垂線の作図の方法を考察させた。最後に、８時間目

に、75°の作図の方法を考察させた。本段階では、基本的な作図の方法を考察する過程において、着

目した図形の対称性や図形を決定する要素、作図に基づく図形の性質や関係を明確にするという視点

で、振り返りシートの生徒の記述に対する評価・助言を行った。振り返りシートに、本時で分かった

こと、気づいたこと、問題解決のポイント、六つの視点を基にした振り返りを記述させ、評価・助言

を重ねたところ、本段階全体を通して、平面図形の性質を基にした基本的な作図の方法の考察に関す

る記述や数学的活動の楽しさに関する記述が見られた。 

ウ 「自己内省」段階 

「自己内省」段階の３時間目に、与えられた条件からタイムカプセルが埋められている場所を特定

する活動を行った。本時で楽しさを実感させたい数学的活動は、次のとおりである。 

 
 
 
 

まず、「予見」段階の１時間目における学習問題の「予想しなさい」を「特定しなさい」に変えた

学習問題を提示した。ここでは、作図を用いることでタイムカプセルが埋められている場所を「特定」

することができるという見通しをもたせるために、「単元の１時間目の問題とどこが異なるか。」と

発問した。また、本時で解決すべき課題を整理させ、振り返りシートに個人のめあてを記述させたと

ころ、「作図」という言葉を用いてめあてを設定していた。ここでは、日常の事象を数学化させ、作

図の見通しをもたせるために、「なぜ作図を用いるのか。」と発問し、問題の会話の中で作図できそ

うな部分に線を引かせ、どのような作図が使えそうか記述させ、ペアで交流させた後、個人のめあて

を基に全体のめあてを設定した。次に、タイムカプセルが埋められている場所の求め方を考察させた。

ここでは、最も近い場所の作図は垂線を利用することに気づかせるために、前時の学習内容を振り返

るよう伝えた後、モニタリングを促した。さらに、タイムカプセルが埋められている場所の求め方に

ついて、考えを交流させた。ここでは、平面図形の性質を捉えることのよさを見いださせるために、

「どのような図形の性質が作図と関係しているか。」と発問し、小集団で作図の根拠について話し合

うよう指示した後、コントロールを促した。その後、【資料７】のような用いた作図について全体で

確認した。最後に、振り返りシートに、本時で分かったこと、気づいたこと、

問題解決のポイント、六つの視点を基にした振り返りを単元課題を踏まえなが

ら記述させた。ここでは、平面図形の性質を捉えることのよさを明らかにさせ

るために、「予見」段階の１時間目にタイムカプセルが埋められている場所を

予想した学習プリントと本時の学習プリントを比較させ、振り返りの視点を基

に問題解決過程を振り返らせた。作図でタイムカプセルが埋められている場所

を特定できなかった「予見」段階の１時間目とは異なり、「図形の性質を活用

して作図することで正確に場所を特定することができた」「平面図形を学習す

ることで場所を特定できるようになってうれしかった」「平面図形を日常生活

に生かすことができる」「場所を特定することが楽しかった」など、平面図形

の性質を捉えることのよさや数学的活動の楽しさに関する記述が見られた。 

 ④ 考察 

 ア 抽出生の変容について 

 

 

 

 

 

本単元を学習することでタイムカプセルが埋められている場所を特定することができると伝えたた

め、抽出生Ａ、Ｂともに、振り返りシートの記述から、図を正確にかくことの必要性を見いだすこと

タイムカプセルを埋めた場所に関する会話から、日常の事象を図形として捉え、平面図形の性
質を基に作図を用いてタイムカプセルが埋められている場所を特定する活動。また、小集団にお
いて、平面図形の性質と作図の関係について話し合う活動。 

【資料７】生徒の作図 

視点１ 
 「予見」段階において、単元の目標や単元課題「平面図形を学ぶことのよさは何か？」、振り
返りの視点を提示し、地図上に図をかかせてタイムカプセルが埋められている場所を予想させ、
問題解決の過程を振り返らせたことは、数学的活動の楽しさを実感させ、平面図形の性質や関係
を捉えることの必要性に気づかせるために有効であったか。 
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ができていたのではないかと考える。特に、抽出生Ｂにおいては、小集団活動において考えを交流す

ることで、本時の問題から単元の見通しをもつことができたのではないかと考える。これは、平面図

形の性質や関係を捉えることの必要性に気づかせる上で、タイムカプセルが埋められた場所を予想さ

せる活動が有効であったからだと考えられる。一方、抽出生Ａ、Ｂどちらも、平面図形の性質や関係

を捉えることの必要性について表出することはできていない。これは、単元課題「平面図形を学ぶこ

とのよさは何か？」を提示するという手だてを講じたものの、本時の内容を単元課題とつなげられて

おらず、平面図形の性質や関係を捉えることの必要性の表出まで至らなかったからであると考えられ

る。また、数学的活動の楽しさに関する記述もなかった。 

 

 

 

 

小単元課題２「様々な平面図形は、どのよ

うにして作図することができるか？」に対す

る考えを、学びの足跡シートに記述させた。

【資料８】のように、抽出生Ａは、垂直二等

分線と角の二等分線の作図の方法について、

図形の性質を基に説明することができてい

る。これは、学びの足跡シートの記述方法や

問題解決過程を振り返る方法を明確に伝え、

振り返りシートや学習プリントの記述内容を

基に小単元課題に対する考えを記述するよう指示したことが有効であったからだと考える。【資料９】

のように、抽出生Ｂは、基本的な作図に用いた図形について触れているものの、抽出生Ａに比べ、そ

の性質については具体性に欠ける。しかし、抽出生Ａ、Ｂともに、実践１に比べ、記述内容が充実し

ている。これは、振り返りシートの記述内容において、ルーブリックを基に評価し、よりよい評価に

なるよう抽象的な表現には理由や詳細を記述するよう助言したことが有効であったからだと考える。

一方、平面図形の性質や関係を捉えることのよさに関する記述はあるものの、数学的活動の楽しさを

実感していることについて振り返りシートからは伺えなかった。 

 

 

 

 

【資料10】のように、抽

出生Ａの学習後の記述で

は、「物を図形として見る

ことができるようになる」

とある。これは、本単元で

生徒に実感させる「平面図

形の性質や関係を捉えるこ

とのよさ」の一つとしてねらう「平面図形の性質や関係を捉えることで、日常生活における具体的な

事象を図形として考察することができる」という内容に迫るものである。学習前の記述と比べ、より

明確になっていることがわかる。【資料11】のように、抽出生Ｂの学習後の記述では、「図形の性質

をおさえれば、垂直二等分線や角の二等分線、垂線などを作図することができ、その作図を利用する

ことで、いろいろな角度の作図や最短距離、位置の特定をすることができる」とある。これは、抽出

生Ａと同様の内容だけでなく、もう一つの「図形の移動や作図を通して平面図形の性質や関係を捉え、

図形の概念を確実に形成することができる」という内容にも迫るものである。したがって、抽出生Ａ、

視点２ 
 「遂行」段階において、コンパスと定規だけで様々な線や角度を作図する方法を考察する問題を
提示し、振り返りシートを基にしながら小単元課題に対する考えを学びの足跡シートに記述させ、
記述内容に対する評価、助言を行ったことは、数学的活動の楽しさを実感させ、平面図形の性質や
関係を捉えることのよさを見いださせるために有効であったか。 

視点３ 
 「自己内省」段階において、具体的な場面で平面図形の性質を活用する問題を提示し、学びの足
跡シートに小単元課題や単元課題に対する考え、学習を深めるために必要なこと、まだはっきりし
ないこと、知りたいこと、使った数学的な考えを記述させたことは、数学的活動の楽しさや平面図
形の性質や関係を捉えることのよさを実感させるために有効であったか。 

【資料８】抽出生Ａの学びの足跡シートの記述 

【資料９】抽出生Ｂの学びの足跡シートの記述 

【資料10】 【資料11】
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Ｂどちらも、平面図形の性質や関係を捉えることのよさを実感していると判断できる。一方、数学的

活動の楽しさに関する記述はなかった。しかし、授業における様相観察からは、驚きや楽しさ、喜び、

満足感を味わう姿が見られ、数学的活動の楽しさを実感している姿が伺えた。 

イ 学級全体の変容について 

【資料12】から、項目①、

②は、数学的活動の楽しさや

数学のよさに関わる内容であ

り、９割以上の生徒が数学が

生活や他教科の学習に生かさ

れていると感じていることが

わかる。これは、数学的活動

の楽しさや数学のよさを実感

させるために、数学が生活や

他教科の学習にどのように生

かされているかについて考察

させるための単元課題や学び

の足跡シートの設定、学習問題や発問の工夫、振り返りの視点の提示などといった自己調整学習を促

す手だてが有効であったからだと考えられる。また、項目③、④は、実践２から講じた手だてである

個人のめあての設定に関する内容である。項目③では９割程度の生徒が、授業で問題解決の予想や見

通しをもち、個人のめあてを設定することができており、項目④では全員の生徒が個人のめあてを設

定することは、問題を解決したり、学習内容を理解したりする上で役に立っていると感じていること

がわかる。これは、個人のめあての設定の有効性を示しており、生徒が見通しをもった上で問題を解

決するよう仕組むことができたと考えられる。 

５ 研究の成果と課題（○は成果、●は課題） 

 ○ 数学を学ぶ必要性に気付かせるために、単元の「予見」段階において単元の目標や単元課題、振

り返りの視点を提示したり、１単位時間の「予見」段階において個人のめあてを設定させたりした

ことは、学習の見通しをもつことができ（プランニング）、有効であった。 

 ○ 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感させるために、単元の「遂行」段階や「自己内省」段階

において、視点に沿って記述した振り返りシートを基に小単元課題や単元課題に対する考えを学び

の足跡シートに記述させ、助言・評価を行ったことは、問題解決過程や学習を振り返ったり（モニ

タリング・内省）、自身の学びを調整したり（コントロール）することができ、その過程におい

て、驚きや感動、面白さ、楽しさ、喜び、満足感を味わったり、数学が生活や他教科の学習にどの

ように生かされているかを見いだしたりすることにつながり、有効であった。 

 ● 自己調整学習を促す手だてとして、新たに、問題設定や提示の方法、発問の工夫が有効であるこ

とがわかった。数学的活動の楽しさや数学のよさを実感させるために、自己調整学習をさらに促せ

るよう、問題設定や提示の方法、発問の工夫を検討する必要がある。 

 ● 「自己内省」段階が、次の学習の「予見」段階に作用することで自己調整学習サイクルが完成す

るが、生活や学習に果たす数学の役割に気付き、数学を積極的に活用する態度を養うためには、生

徒が自らサイクルを繰り返していけるようになることが必要であり、そのための段階的な手だてを

検討する必要がある。 

６ 研修を修了しての感想 

本研修を通して、数学的活動の楽しさや数学のよさを生徒が実感できるようにするために、単元

や１単位時間における数学的活動の楽しさや数学のよさを明確に設定することができ、その重要性

を感じた。今後は、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感させるために有効であるとわかった問

題設定や提示の方法、発問の工夫をさらに究明していきたい。 

備 考  ○ 在籍校  古賀市立古賀中学校  電話番号 (０９２)９４２－６８７１ 

【資料12】検証学級の数学の学習に関するアンケート結果の変容 



第１学年１組 数学科学習指導案 

指導者 ○○ ○○ 

１ 単 元 「データの活用」 

２ 指導観 

 ○ 日常生活では結果の定まらない蓋然的な事象が数多く存在する。このように確定的な答えを導

くことが困難な場面でも，目的に応じてデータを収集して処理し，傾向を読み取り多面的に吟味

したり，問題解決の過程を振り返ってよりよい解決や結論を見いだしたりする力が求められる。 

本単元は，目的に応じてデータを整理し，分布の傾向を読み取り考察し判断したり，不確定な

事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現したりすることを通して，データの分布の傾向を捉え

ることのよさを実感することをねらいとしている。本単元の学習を通して，目的に応じて適切で

能率的にデータを処理し，ヒストグラムや相対度数，代表値などを用いてデータの分布の傾向を

捉え，適切に判断したり，日常生活や社会における不確定な事象も数学の考察の対象として数で

表現したりすることができるようになる。したがって，本単元は，批判的に物事を考察したり，

日常生活や社会における事象をデータに基づいて適切に判断したりする力を養う上で意義深い。 

○ 本学級の生徒は，小学校で，棒グラフ，折れ線グラフ，円グラフ，帯グラフを学習し，度数分

布を表やグラフに表したり，代表値やドットプロットを用いて統計的に考察し表現したりしてい

る。事前の調査では，ことがらを表すために適切なグラフを選ぶ問題の正答率は55％，代表値を

求める問題の正答率は63％であった。また，「データの分布の傾向を捉えることのよさは何か」と

いう質問に対し，「データをグラフに表すことで日常生活に役立つ」「先のことを予測できる」「情

報を正しく読み取ることができる」などの回答があり，データの分布の傾向を捉えることのよさ

に関する記述はあったものの，抽象的な表現にとどまっている。以上のことから，データの活用

に関する知識は不十分であり，データの分布の傾向を捉えることのよさを実感しているとはいえ

ない。したがって，本単元では，ヒストグラムや相対度数，代表値などを用いてデータの分布の

傾向を捉え，説明する活動を設定し，データの分布の傾向を捉えることのよさを実感させたい。 

３ 目 標 

 ○ ヒストグラムや相対度数，確率の必要性と意味を捉え，データを表やグラフに整理することが

できる。 

 ○ 目的に応じて収集したデータの分布の傾向や不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り，

批判的に考察し判断したり，表現したりすることができる。 

 ○ ヒストグラムや相対度数，確率を活用した問題解決の過程を振り返って検討したり，データの

分布の傾向を捉えることのよさを表現したりしようとする。 

４ 計 画（10時間）       知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

段階 次 配時 学習活動 評価規準 

予
見 

一 ２ １ データの分布の傾向を調べる。 
（1） データを累積度数を用いて整理する。 
（2） データをヒストグラムに整理し，分布の傾

向を調べる。 

知：データを表やヒストグラムに
整理することができる。 

遂 
 
行 

二 ４ ２ 全体の度数が異なるデータを比較する。 
（1） 相対度数を用いて調べる。 
（2） 累積相対度数を用いて調べる。 
（3） 代表値を用いて調べる。 
（4） 調べたことをまとめる。 

思：整理されたデータを批判的に
考察し判断することができる。  

態：データの分布の傾向を捉える
ことのよさを見いだそうとし
ている。 

三 ２ ３ ことがらの起こりやすさを調べる。 
（1） 多数回の試行によって得られる相対度数を

調べる。 
（2） 多数回の実験によらない大量観察に基づく

確率を調べる。 

思：不確定な事象の起こりやすさ
の傾向を読み取り，表現するこ
とができる。 

自
己
内
省 

四 ２ ４ データを活用して，具体的な場面における問
題を解決する。 

（1） シンプソンのパラドックスを考察する。 
【本時】 

（2） 単元の学習を振り返る。 

態：データの分布の傾向を捉える
ことのよさを表現しようとし
ている。 



５ 本 時  令和６年２月１日（木） 第４校時 計画 自己内省段階の１ １年１組教室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 点数のデータの分布の傾向を読み取り考察する活動を通して，データの分布の傾向を捉える

ことのよさを見いだすことができる。 

（2） 準 備 

  ①Ａ，Ｂグループの点数のデータ ②学習プリント ③振り返りシート 

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 手だて（○），研究に関わる手だて(◎)，評価（◇） 形態 配時 

１ 問題を把握し，本時のめあ

てを確認する。 

・日常の事象を数理的に捉

えること 

 

 

 

 

 

 

めあて 

代表値を用いて，総合得点

が高いのはどちらのグルー

プか判断しよう。 

 

 

２ 代表値を用いて，総合得点

が高いグループを判断する。 

・代表値を用いてデータの

分布の傾向を捉えること 

 

 

３ 問題から明らかになる矛

盾点について交流する。 

・批判的に考察すること 

 

 

 

４ 問題解決過程を振り返る。 

・代表値の適切な用い方 

・データの分布の傾向を捉

えることのよさ 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 問題を把握させるために，Ａ，Ｂグルー

プの問題１と問題２の四つのうち，一つの

みの試験の結果を個別に提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 問題解決の見通しをもたせるために，問

題から解決すべき課題は何かを問い，個人

のめあてを設定させ，個人のめあてをもと

に全体のめあてを設定する。 【予見段階】 

 

 

◎ データを多面的に吟味して総合得点が

高いグループを探らせるために，様々な代

表値を根拠として用いて考察させる。 

【遂行段階（モニタリング）】 

 

 

◎ 批判的に考察させるために，データの分

布の傾向を適切に捉えるためにはどうす

ればよいかを問う。 

        【遂行段階（コントロール）】 

 

 

◎ データの分布の傾向を捉えることのよ

さを明らかにさせるために，振り返りの視

点をもとに問題解決過程を振り返らせる。 

【自己内省段階】 

 

◇ 批判的に物事を考察して判断すること

ができるようになるというデータの分布

の傾向を捉えることのよさについて説明

することができたか。 

＜振り返りシート分析＞ 

 

一斉 

↓ 

個 

↓ 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個 

↓↑ 

小集団 

 

 

 

小集団 

↓ 

一斉 

 

 

 

個 

↓ 

一斉 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

10 

 

【問題】 

１年１組をＡ，Ｂという二つのグループに分ける。それぞれのグループの生徒

が，100点満点である数学の問題１と問題２のどちらかを選び，試験を受けた。総

合得点が高いのはＡとＢのどちらのグループでしょうか。 
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    令和６年２月２９日 

福岡県教育委員会教育長 殿 

           所属校名  糸 島 市 立 福 吉 中 学 校 

職・氏名  教諭   片 桐 杏 莉 

  指導者名       加 藤 晋 也 

      井 上 浩 太 

 

研 修 最 終 報 告 書 

 

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別                   Ｃ  福岡教育大学附属福岡中学校研修員 

２ 研修場所及び所在地                福 岡 教 育 大 学 附 属 福 岡 中 学 校 

    〒810-0061  福岡市中央区西公園 12 番１号 

電話番号     (０９２)７７１－８３８１ 

F A X番号       (０９２)７３２－１１４７ 

３ 研究主題及び副題 

論理的に考察する生徒を育てる数学科学習指導法の研究 

～問題発見・解決の過程にwhat if notストラテジー理論を位置付けて～ 

４ 研究内容の概要 

(1) 研究の目標 

 中学校数学科学習指導において、論理的に考察する生徒を育てるために、問題発見・解決の過程に

what if notストラテジー理論を位置付けた数学科学習指導法の在り方を究明する。 

(2) 研究の仮説 

 中学校数学科学習指導において問題発見・解決の過程にwhat if notストラテジー理論を位置付けた

指導を行えば、問題場面における数量や図形などに着目して仮定や条件を見いだし、仮定から結論ま

での道筋を分析して、その正しさを検証したり条件を変えてその他の可能性を探ったりしたあとで、

仮定と結論をつなぐあらゆる道筋を比較・検討し、選択したり消去したりすることで、仮定から結論

までの道筋を整えることができるので、その結果、論理的に考察する生徒が育つであろう。 

(3) 研究の内容 

 ○ 論理的に考察する生徒を育むための、問題発見・解決の過程にwhat if notストラテジー理論を

位置付けた学習指導の在り方 

  ・問題発見・解決の過程にwhat if notストラテジー理論を位置付けた指導の在り方 

  ・問題発見・解決の過程のそれぞれの過程における手だての在り方 

(4) 主題・副主題の意味 

① 主題について 

ア 「論理」とは 

仮定と結論が存在し、その仮定と結論とをつなぐ整合性のある考え方の道筋のことである。 

道田(2003)は、井上(1989)による３つの「論理的思考」の分類、定義を踏まえて、前提－結論とい

う形式を整えたとしても、前提と結論がどのような関係にあるのか、どのように整える必要があるの

かを明らかにする必要性を述べ、この前提と結論の関係の中に論理性が存在し、その関係こそ前提と

結論の整合性だと主張している。 
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【資料１】what if not ストラテジー 

理論の水準 

イ 「論理的に考察する」とは 

 仮定と結論が存在し、その仮定と結論とをつなぐ整合性のある道筋を追究するために、あらゆる可

能性を探り、それらを比較・検討し、選択したり消去したりすることで、仮定から結論までの道筋を

整えることである。 

 道田(2003)は、「最終的にある論理の道筋を作るためには、さまざまな可能性を探索し、それらの

可能性を比較検討し、消去できるものは消去する、というプロセスが必要であり、それが論理的なの

である」と述べている。 

② 副主題について 

ア 「問題発見・解決の過程」とは 

文部科学省により示された、日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数学的に表現・処理して、問

題を解決し、解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する現実の世界における学習プロセスと、

数学の事象から問題を見いだして、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振

り返って統合的・発展的に考察する数学の世界における学習プロセスのことである。 

イ 「what if notストラテジー理論」とは 

 第０水準から第Ⅳ水準の５つの水準から構成された問題設定の方

略のことである。 

 1970年頃にブラウン(S.I.Brown)とワルター(M.I.Walter)が提唱し

た問題づくりの方略であり、【資料１】のように、第０水準から第

Ⅳ水準までの５つの水準からなる。 

ウ 「問題発見・解決の過程にwhat if notストラテジー理  

論を位置付ける」とは 

 単元または１単位時間において、現実の世界と数学の世

界の学習プロセスの各場面に、what if notストラテジー

理論の水準をあてて学習プロセスを遂行することである。 

 各過程における目指すべき資質・能力の育成を図ってい

くためには、それぞれの過程に重点を置いた数学的活動を

充実させる必要がある。そこで、問題発見・解決過程のＡ

１からＤ２までのそれぞれの過程と、what if notストラ

テジー理論の水準Ⅰから水準Ⅳとを組み合わせることで、より効果的で充実した数学的活動及び問題

発見・解決の過程を遂行させたい。具体的には【資料２】のように、Ａ１、Ａ２過程に水準Ⅰを、Ｂ

過程に水準Ⅱを、Ｃ過程に水準Ⅲを、Ｄ１、Ｄ２過程に水準Ⅳをあてる。 

(5) 研究構想図 

 第０水準 探究していく問題や命題などを選択する。 

第Ⅰ水準 
選択した問題や命題などを構成する属性を 

リストアップする。 

第Ⅱ水準 
what if not？（～でなければどうか）と 

問うことによりリストアップした属性を変更する。 

第Ⅲ水準 
属性を変更したことにより生じた 

新しい文脈において問題を設定する。 

第Ⅳ水準 設定した問題についての分析を行う。 

【資料２】問題発見・解決の過程と 

what if not ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ理論の位置付け 
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【資料３】提示した図形とリストアップ 【資料４】折り曲げる箇所の 

条件変え 

【資料５】２直線の 

関係の条件変え 

【資料６】三角形の内角の性質 

(6) 検証の方法 

 〇 抽出生徒の様相観察、その後の変容分析 

 〇 問題解決過程を記述した学習プリントの記述内容の分析 

(7) 実践と考察 

① 単元名「図形の調べ方」 

② ねらい 

図形を構成する直線や角の大きさに着目して、図形の性質の仮定や条件を見いだし、その性質を確

かめるために仮定から結論までの道筋を分析して、その正しさを検証したり条件を変えてその他の可

能性を探ったりしたあとで、仮定と結論をつなぐあらゆる道筋を比較・検討し、選択したり消去した

りすることで、見いだした図形の性質やその意味を確かめる道筋を整えることができるようになる。 

③ 授業の実際 

ア 「見いだす」段階 

 「見いだす」段階は、直線や交点の数を基準に作図し図形を観察する活動を通して、図形を構成し

ている直線や角の大きさに着目させ、図形の性質の仮定や条件を見いださせることをねらいとした。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

 まず、１時間目にアーガイルチェック模様を観察する場を設定し、模様の中にある、図形を構成す

る属性を表にリストアップさせた。ここでは、生徒によるリストアップの中の「直線のみでできてい

る」や「平行な直線」、「交わる直線」を端緒として直線や交点の数を視点に作図をさせた。それら

を基に、２本の直線が１つの交点で交わる条件によってできる角の大きさに着目した対頂角の性質や、

３本の直線が２つの交点で交わる条件によってできる角の大きさに着目した同位角、錯角の位置関係、

さらに平行線と同位角、錯角の関係について調べさせた。次に、３時間目に【資料３】の図形を提示

し、図形を構成する属性を表にリストアップさせた。既習の平行線の性質を根拠に、∠𝑎 + ∠𝑐 = ∠𝑏と

いう角の大きさの関係が成り立つことを説明させた後で、「もし、折れ曲がる箇所が１か所でなかっ

たらどうなるのだろうか」と問い、提示した図形の条件を変えると、角の大きさの関係はどうなるか

考察させた。生徒は【資料４】のように、折り曲げる箇所の条件を変えたり、【資料５】のように、

２直線の関係の条件を変えたりしながら、角の大きさの関係を明らかにすることができた。 

 

イ 「分析する」段階 

 「分析する」段階は、多角形の角の大きさの性質を見いだし説明する活動を通して、見いだした図

形の性質を確かめるための仮定から結論までの道筋を分析させ、その正しさを検証したり図形の条件

を変えてその他の性質や方法を探ったりさせることをねらいとした。 

 まず、１時間目に三角形の内角の和が180°であることを説明する場

を設定した後で、「もし、３つの角を頂点に集めなければ、三角形の

内角の和を求める方法はどうなるのだろうか」と問い、三角形の内角

の和を説明するその他の方法を探らせた。生徒は【資料６】のよう

に、平行線の引き方を変えることで、３つの角を集める位置を「頂

点」から「辺上」、「内部」さらには「外部」に変えて説明できた。 

次に、２、３時間目に条件を変えて多角形の内角の和を求める方法を説明する活動を２単位時間構

成で仕組んだ。２時間目は多角形を頂点から三角形に分割する方法を基に、𝑛角形の内角の和は

180° × (𝑛 − 2)と表されることを明らかにした。３時間目は、まず、「三角形に分割する方法は頂点か

らしかないのだろうか」と問い、考えられる方法をリストアップさせた。次に、「もし、頂点から三
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【資料７】多角形の内角の和 

【資料９】ターレスの方法 

【資料 10】抽出生Ａのリストアップ 

【資料 11】抽出生Ｂのリストアップ 

【資料８】他者と比較した後の振り返り 

角形に分割しなかったら多角形の内角の和を求める方法はどうなるのだろう

か」と問い、リストアップを基に「頂点」から三角形に分割するという条件

を変えて、五角形の内角の和を求める方法を考察させた。生徒は【資料７】

のように、表の中からリストアップした方法を自ら選択し、条件に合うよう

に自ら図を描いて、五角形の内角の和を調べた。また、様々な方法を試した

り、他者と調べた方法の正しさの検証を行ったりする中で、「外に大きな三

角形」や「外部」等の、新たに見いだした方法を追加しながらリストアップ

の表を活用する姿が見られた。最後に、それぞれの方法において、五角形か

ら𝑛角形に一般化させて式に表現させ、さらに共通点や相違点をまとめた。 

ウ 「整理する」段階 

 「整理する」段階は、図形の性質を説明する過程を比較したり吟味したり

する活動を通して、仮定と結論をつなぐあらゆる道筋を比較・検討させ、選択したり消去したりさせ

ることで、見いだした図形の性質やその意味を確かめる道筋を整えさせることをねらいとした。 

 まず、３時間目に一定の条件を満たす図形のいつでも成り立つ性質や関係を見いださせ、それらを

確かめる証明の過程を他者と比較したり、表現を吟味したりする場を設定した。生徒は、自らの証明

の過程を他者と比較したり、よりよい数学的表現を吟味した

りしながら、仮定から結論までの道筋を整えることができ

た。また、【資料８】のように、他者との比較によって証明

の付加修正を行うことができたことや、「証明に用いる言葉にこだわりをもちたい」、「細かい書き

方が人によって違ったので、読み手が正しい情報を得られるように書くことが大切」等、証明の過程

を他者に分かりやすく表現することの大切さに気付くことができた。 

次に、４時間目にターレスの方法の正しさを確かめる場を設定し、タ

ーレスの方法を辿りながら【資料９】、三角形の合同を根拠にターレス

の方法の正しさを説明させた。ここでは、「必ずしもこの方法でないと

いけないのだろうか」と問い、合同の関係が成り立ち続ける条件を考察

させた。さらに、ターレスの考え方のよさを問うた。生徒は、「直接測

れないところの長さを合同な図形の性質を使って求めることができる」や「距離を求めたくても求め

られない状況でも求められる」、「平面図形として捉えたこと」等と、数学的に得られた結果の意味

や価値を見いだしたり、日常生活の事象に数学を活用して解決したりすることのよさに気付いた。 

④ 考察 

ア 抽出生の変容について 

視点１ 

「見いだす」段階では、図形を構成する属性をリストアップするための表を提示したことは、直

線の数や関係、角の大きさ、交点の数等を視点として、図形の性質の仮定や条件を見いださせるの

に有効であったか。 

抽出生Ａは、アーガイルチェック模様を観察し、それらの図形

を構成する属性をリストアップしていく中で、「対角線をひく」

【資料10】つまり直線を増やすという視点をもって図形を考察し

ており、直線を増やすことによって交点ができるだけ

でなく、角の大きさの関係が見いだせること、さらに

は、直線が基本の図形になっていることを明らかにで

きた。抽出生Ｂは、提示された図形の条件を変えて２

か所以上折れ曲がった図形を作図する中で、リストアップの表に「１か所折れ曲がっている」と書

き加えており【資料11】、図形を構成する属性が段階的に明確になっていることがわかる。その後

は、リストアップを基に条件を変えながら２つの直線の間の角の大きさの関係を明らかにできた。 
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【資料 12】三角形の内角の性質の分析 

【資料 13】多角形の内角の和の分析（抽出生Ａ、Ｂ） 

【資料 14】他者との交流による付加 

【資料 15】他者との交流による修正 

視点２ 

「分析する」段階では、図形を構成する属性を基に「３つの角を頂点に集めなければどうなるか」

や「頂点から三角形に分割しなければどうなるか」等の発問を行ったり、見いだした図形の性質を

説明する道筋の正しさを他者と検証する場を設定したりしたことは、見いだした図形の性質を確か

めるための仮定から結論までの道筋を分析させ、その正しさを検証したり図形の条件を変えてその

他の性質や方法を探ったりさせるのに有効であったか。 

三角形の内角の性質の分析においては、抽出生Ａ、抽出生Ｂとも

に平行線と錯角の性質を根拠にして３つの角を「頂点」に集めて、

見いだした内角の和を説明した。「３つの角を頂点に集めなければ

どうなるか」の発問の後は、【資料12】のように、平行線の引き方

を変えて「辺上」に３つの角を集めたり、平行線の引き方を工夫し

て直角を利用したりしながら、「頂点」に３つの角を集めるという

条件を変えて、その他の方法を探ることができた。 

また、多角形の内角の和の分析において、【資料13】のように、

抽出生Ａはリストアップの中から、「内側の点」と「辺上」を選択

して作図し、五角形の内角の和を求められただけでなく、その他の

方法を探っていく中で、「外角」と新たな方法をリストアップの表

に追加し、既知の多角形の外角の和の性質

を使って五角形の内角の和を求めることが

できた。抽出生Ｂは、他者との交流も踏ま

えながら見いだしたリストアップの中か

ら、「辺上」と「内部」のいずれも三角形

に分割できた方法のみ、五角形の内角の和

を求めることができていた。その後は、他

者に自らの考えを説明することによって、

自らが考えた五角形の内角の和を求める方法の正しさを検証したり、他者の説明を聞いて「外部」

から三角形に分割するという新たな方法を知って考え方を広めたりすることができた。 

視点３ 

「整理する」段階では、仮定から結論までの道筋や思考過程を、他者と吟味する場を設定したり、

見いだした図形の性質や導いた結論の意味を、問題に立ち返って考察する視点を提示したりしたこ

とは、仮定と結論をつなぐあらゆる道筋を比較・検討させて、選択したり消去したりすることで、

見いだした図形の性質やその意味を確かめる道筋を整えさせるのに有効であったか。  

仮定から結論までの道筋を他者と吟味させたことで、抽

出生Ａは、【資料14】のように自身の証明の不十分さに気

付いて性質を正しく書き加えることによって道筋を整え、

授業後の振り返りから他者と複数の証明を比較したり吟味

したりしたことで、よりよい数学的表現を追求できたこと

が読み取れた。抽出生Ｂは、【資料15】のように証明の間

違いに気付いて修正によって道筋を整えた経験から、他者

との交流が自身の考えの見直しにつながり、条件や性質を

明確に区別することの大切さに気付くことができた。 

また、ターレスの方法について他に言えることやターレスの方法のよさを考察させたことで、抽

出生Ａ、抽出生Ｂともに、２つの三角形が合同な図形であることを証明した意味を、辺の長さや角

の大きさの関係等の新たな視点をもって考察したり、日常生活の事象に立ち返って考察したりした

ことで、得られた数学の結果の意味や価値を確かめながら仮定から結論までの道筋を整えられた。 
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【資料 16】学級全体の数学の学習に関するアンケート結果 

【資料 17】抽出生Ａ、抽出生Ｂの数学の学習に関するアンケート結果 

イ 学級全体の変容について 

 

 

 【資料16】において、①は数量や図形に着目して仮定や条件を見いだしているか、②は仮定から結

論までの道筋のその他の可能性を探っているか、③は仮定から結論までの道筋を整えているか、④は

他者との交流が自身の考えの変容や深まりに有効であったかという質問である。どの質問項目も数値

の上昇が見られた。これらは、問題を構成する属性のリストアップにより、数量や図形などに着目し

て仮定や条件を見いだし、what if notの発問によってリストアップの表を基に条件を変えてその他の

可能性を探ったり他者と正しさの検証をしたりしたあとで、思考過程を吟味する場を設定したり結果

の意味を考察する視点を提示したりすることによって、仮定から結論までの道筋を整えられたと考え

る。以上より、論理的に考察する生徒を育てるために、「問題発見・解決の過程」に、「what if not

ストラテジー理論」を位置付けた学習過程を仕組んで授業を行ったことが有効に働いたと考える。 

 

 また、【資料17】は、抽出生Ａと抽出生Ｂのアンケート結果であり、学級全体と同様に実践前より

あてはまる項目が増え、有効に働いたと考える。 

   

５ 研究の成果と課題（〇は成果、●は課題） 

 〇 「見いだす段階」において、数量や図形等、問題を構成する属性をリストアップさせたことは、

問題場面における仮定や条件を見いだすのに有効であった。 

 〇 「分析する」段階において、条件を変えてその他の可能性を探らせ、「整理する段階」におい

て、複数の道筋を他者と比較・検討させたことは、仮定から結論までの道筋を整えるのに有効で

あっただけでなく、発展的に考察したり複数の考えを比較して統合的に考察したりする力や、数

学的な表現を吟味しながら簡潔・明瞭・的確に表現する力の育成につながった。 

● 「分析する」段階において、what if notの発問によって条件を変えて考察させる際には、生徒

が必然性をもって条件を変えて考察できるような問題場面の設定を行う必要がある。 

● 問題発見・解決の過程のＡ１、Ａ２過程と、what if notストラテジー理論の水準Ⅰの重要性を

踏まえ、属性のリストアップに必要な視点や条件をより明確にしていく必要がある。 

 

６ 研修を修了しての感想 

 数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展開していくことの重要性を再認識す

ることができた。また、問題発見・解決の過程の各過程を充実させながら、二つの過程全体を効果的

に遂行させることの困難さを改めて痛感した。今後は、生徒自身がより目的意識をもって、自立的、

協働的に問題発見・解決の過程を遂行できるように、what if notストラテジー理論と各過程の他の組

み合わせ方や、各過程における必要な手だてを模索、整理していきたい。 

 

備 考  ○ 在籍校  糸島市立福吉中学校  電話番号 (０９２)３２６－５５２９ 

④他者との交流により、自分
の考えの変容や深まりを実感
することがありますか。 

③数学の学習において、筋道
を立てて考えたり説明したり
していますか。 

②数学の学習において、まだ
他の考えや方法がないか考え
ることがありますか。 

①数学の学習において、仮定 
や条件を意識して考えるよう
にしていますか。 



第２学年２組 数学科学習指導案 

指導者 ○○ ○○  

１ 単 元 「場合の数と確率」 

２ 指導観 

○  気象情報や経済状況，保険，各種くじ等，私たちの生活には多くの確率が溢れている。偶然に

左右され不確定な事象の起こりやすさを数値化するという確率の考え方や意味を捉えることは，

予測困難な現代において，日常生活や社会の事象で最適な選択や判断を行う根拠の一助となる。 

本単元では，樹形図や表を含む数学的表現を用いて確率を求める活動を通して，場合の数を基

にして得られる確率の求め方を考察し表現することをねらいとしている。また，日常生活に関わ

る事象の公平性を判断する活動を通して，確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現すること

も併せてねらうものとする。これらの活動を通して，同様に確からしいことに着目し，場合の数

に基づいて得られる数学的確率の求め方を表現できるだけでなく，不確定な事象の起こりやすさ

について確率を用いて説明できる。したがって，本単元を学習することは，不確定な事象におけ

る問題解決に向けて，確率を用いて捉え説明する力を育成するという点で意義深い単元である。 

○ 本学級の生徒は，第１学年において，多数の観察や多数回の試行によって得られる確率の学習

を通して，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取り表現する学習を経験している。事前ア

ンケートでは，基本的な確率の値を求める問題の正答率は94％と，多数回の試行の結果に基づい

て，不確定な事象の起こりやすさの程度を数値で表すことができている。一方で，不確定な事象

の起こりやすさの傾向を，多数回の試行の結果に基づいて得られた確率を用いて表現する問題の

正答率は59％であった。以上から，多数回の試行の結果に基づいて確率を数値で表すことができ

るが，不確定な事象の起こりやすさの傾向を確率を用いて考察したり判断したりすることに課題

があると考えられる。したがって本単元では，多数回の試行によって得られた確率と場合の数を

基にして求めた確率とを関連付けながら，確率を用いて不確定な事象を捉えることを通して，確

率を用いて数学と日常生活や社会との関係を説明したり判断したりできることを実感させたい。 

３ 目 標 

 ○ 多数回の試行によって得られる確率と関連付けて，場合の数を基にして得られる確率の必要性

と意味を理解し，簡単な場合の確率を求めることができる。 

 ○ 同様に確からしいことに着目し，場合の数を基にして得られる確率の求め方を考察し表現した

り，確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現したりすることができる。 

 ○ 場合の数を基にして得られる確率のよさを実感して粘り強く考え，不確定な事象の起こりやす

さについて学んだことを生活や学習に生かそうとしたり，確率を活用した問題解決の過程を振り

返って評価・改善しようとしたりする。 

４ 計 画（８時間）        知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度 

段階 配時 学習活動 評価規準 

見

い

だ

す 

２ １ 確率の求め方や性質を明らかにする。 

（1）実験によらない確率を求める方法を明らか

にする。 

（2）確率のとりうる範囲を明らかにする。 

知：多数回の試行による確率と関連

付けながら，場合の数に基づく確

率の意味や確率の求め方を説明

できる。 

分

析

す

る 

４ ２ 場合の数を基にしていろいろな確率を探る。 

（1）～（3） いろいろな場合における確率を求め

る。 

（4）同じ確率になる組み合わせを調べる。 

知：同様に確からしいことに着目し

て，場合の数を基に確率を求める

ことができる。 

整

理

す

る 

２ ３ 確率の考え方を使って身の回りの事象の公

平性を判断する。 

（1）くじ引きの公平性を説明する。【本時】 

（2）金額と確率の関係から福引きの公平性を説

明する。 

思：場合の数を基にして得られた確

率を用いて，不確定な事象を捉え

表現することができる。 

態：場合の数を基にして得られた確

率を活用した問題解決の過程を

振り返って評価・改善しようとし

ている。 



５ 本 時  令和６年２月１日（木） 第４校時 計画 整理する段階の１ ２年２組教室にて 

（1） 主 眼 

  ○ 条件を変えてくじ引きの当たりの出やすさを比較・検討する活動を通して，くじ引きが公平

であるかどうかを確率を根拠に判断することができる。 

（2） 準 備 

  ①当たりくじ１本，はずれくじ３本 

②くじ引きの場面の条件をリストアップするための表 

（3） 過 程 

学習活動・内容 準備 手だて（○），研究に関わる手だて（◎），評価（◇） 形態 配時 

１ くじを引く時の立場を

明確にし，くじ引きの場面

の条件を見いだす。 

 ・直観的な判断 

 ・事象の数学化 

 

 

 

 

２ めあてを確認し，条件を

変えてくじ引きの当たり

が出る確率を調べる。 

・場合の数に基づく確率 

・条件を変えて考察する

こと 

  

３ 条件を変えて調べたく

じ引きの当たりが出る確

率を交流する。 

・確率の正しさの検証  

・条件の変更と確率の関

係 

 

 

 

 

４ 本時の問題解決の過程

を整理し，くじ引きの公平

性を説明する。 

・確率の意味 

・確率に基づく判断  

 

  

めあて 

条件を変えて当たりが

出る確率を探り，くじ引き

の公平性について説明し

よう。 

① 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 経験や直観に基づいて立場を明確にさせ

るために，くじ引きを実演する場を設定し

たり，「早い者勝ち」や「残り物には福があ

る」ということわざを紹介したりする。 

◎ くじ引きの場面の条件を見いださせるた

めに，実演した場面の条件をリストアップ

する表を提示する。 

【リストアップのための表の提示】 

 

◎ くじ引きの場面に関して，その他の可能

性を探らせるために，「もし，この場面でな

かったらくじ引きの公平性はどうなるのだ

ろうか」と問う。 【what if not の発問】 

 

〇 くじ引きの公平性を疑わせるために，「当

たりが出る確率が等しくならない条件は存

在しないのだろうか」と問う。 

 

 

 

 

◎ 当たりが出る確率を求める方法の正しさ

を検証させたり，条件を変えて調べた当た

りが出る確率を比較させたりするために，

調べた当たりが出る確率を他者と交流する

場を設定する。    【交流の場の設定】 

〇 くじ引きの当たりが出る確率の違いや変

化の有無に気付かせるために，変更した条

件を明確にして，確率を比較するように促

す。 

 

◎ 得られた数学的な結果を根拠に，くじ引

きの公平性を判断させるために，確率の意

味や得られた結果から何が言えるのかを問

う。        【結果の意味の考察】 

◇ 条件を変えて当たりが出る確率を比較・

検討し，それらの結果を基にくじ引きが公

平であるかどうかを確率を根拠に判断する

ことができたか。 

＜学習プリント分析，様相観察＞ 
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小集団 
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